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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　肝硬変については，“結節の大きさ”と“間質幅の狭

小”を指標とする分類が，臨床像や組織内容との対応

が確定されないまま用いられてきた．本研究は，肝組

織改築の様相を観察・検討し，新たな組織分類を試み，

それと肝細胞総量や臨床事項との相関性を調査した．

　材料と方法

　1967年から1992年までの本学剖検例より「肝硬変」

と診断された非肝癌合併例368例を用いた．そのうち繊

維症との鑑別において，組織診断上の意見が分かれる

症例は不確定例として選別し，最終的に観察集団を226

例に限定した．年齢構成は，2カ月から85歳にわたり，

性比の実効比率は男性：女性＝6：5であった．

　組織パラメーターとして，（1）肝細胞一類洞比（平均

肝細胞密度），（2）実質残存パターン，（3）肝細胞総量

を求めた．（1）は結節中心部および辺縁部でpoint－

counting法により求めた．（2）は描画装置を用いて弱

拡大で標本上路4cm2の範囲について投影藍蝋し，それ

より実質一間質の二値化画像を作成して自動画像解析

装置にて間質率を測定した．（3）は肝重量と（1一間質

率）と平均肝細胞密度との積と定義した．

　結果と考察

　1）描画二値化画像を分類したところ，残存肝細胞を

栄養する門脈還流の変化と既存グリソン鞘との関係に

より三段階の結節規模が鑑別できた．それは正常肝実

質における複合小葉（M），小葉（L），亜小葉（S）の

三つの規模に対応した．2）実質問の補空間を成す問質

はその囲三度において不完全（i）と，完全・（c）に大別

される．3）両者の組み合わせによる6型と間質の著増

した終末肝（E）の7カテゴリーに分類可能と考えられ

た．4）これら7カテゴリーは臨床事項では罹病期間，

maxGOT，　maxγ一glbと野相関し，また肝細胞総量は

隔膜の炎症活動，硬化度とある程度の相関性を示した．

5）S－cでは低年齢で実質脱落が顕著で広間質であっ

た．M－cが高齢側，長期経過性，少肝細胞総量，広間

質性であるのに対し，L－cはその逆であった．6）現行

の長与一三宅分類と上記項目でクラスター分析を試み

たところ，低相関度ながら本分類は相対的に約4倍の

感度を有し，より実態に即したものといえる．

　考察および結論

　肝硬変は，実質区間門脈枝によって張られる実質空

間内で生ずる傷害後の代償的過形成である．実質の栄

養圏のまとまり方は，傷害の形式，規模により異なる

が，上述の三つの分節でしか存在しない．間質は炎症

の持続や結節の再分断と残存実質の再生の一つの表現

型であり多義的である．本分類は，その点から機能形

態の実状を反映すると考えられた．
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論　文　審　査　の　要　旨

　現在肝硬変の組織分類のほとんどは結節の大小，問質の広狭に基づいた純形態学的分類法である．肝硬変の

初期より診断可能となった現在では，三次元的，経時的，病理学的に肝硬変成立過程に合致した分類が望まれ

る．

　本論文は365例の肝硬変解剖例を対象とし画像解析法も加え詳細に分析し，松本らによって提唱された門脈

により栄養される肝細胞の3次区分（複小葉，小葉，亜小葉）を単位とし，障害レベルに対応した結節の大き

さを主体とした分類法を確立した．これによると，障害部位，それに対する生体反応による肝硬変成立パター

ンが了解可能であり，障害の程度，期間などとの対比でも，合理的であることが判明した．

　本論文は独創的，合理的分類法で，学術的，臨床的価値あるものである．
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